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祝 

敬
老

　

矢
又
地
区
で
は
９
月
16
日
、
矢

又
農
村
活
性
化
施
設
で
「
敬
老
会

祝
賀
式
」
が
開
催
さ
れ
、
48
人
の

方
々
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
行
政
区
長
の
あ
い
さ

つ
後
、「
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
支
え
あ
い
な
が
ら
、
健
康

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
屋
外
で
交
通
指
導
員

に
よ
る
講
話
を
聴
き
、
地
元
の
防

火
ク
ラ
ブ
や
育
成
会
会
員
に
よ
る

手
打
ち
う
ど
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
富
山
地
区
で
は
富
山
集

会
所
で
開
催
さ
れ
、
64
人
が
出
席

し
、
那
須
塩
原
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
し
づ
く
の
会
」に
よ
る
琴
の
演

奏
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
お

う
と
那
珂
川
町
敬
老
会
が
９
月
16
、
17
日
の
２
日
間
、
町
内
19
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
頭
地
区
で
は
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、

各
行
政
区
な
ど
が
主
催
し
た
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
小
川

地
区
で
も
各
行
政
区
長
で
構
成
さ
れ
た
敬
老
会
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

小
川
地
区
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
招
待
者
は
昨
年
よ
り

95
人
多
い
、
３
、２
２
７
人
で
す
。

　

各
行
政
区
や
敬
老
会
実
行
委
員
会
で
は
敬
老
の
日
に
際
し
、
75
歳
以
上

の
方
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

小
川
地
区
で
は
、
あ
じ
さ
い
ホ

ー
ル
で
「
小
川
地
区
敬
老
会
」
が

開
催
さ
れ
、
１
、０
１
４
人
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
石
川
粂
和
実
行
委
員

長
並
び
に
川
崎
町
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
記
念
品
及
び
敬
老
祝
金

が
招
待
者
を
代
表
し
て
藤
澤
祐
子

さ
ん
（
三
輪
）
と
坂
田
於
莵
吉
さ

ん
（
小
川
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
保
育
園
児
に

よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
や

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
子
ど
も
太
鼓

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
か

た
く
り
の
郷
」
で
は
17
日
、
初
め

て
の
「
敬
老
の
日
祝
賀
会
」
が
開

催
さ
れ
、
入
所
者
25
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

地
元「
那
珂
川
町
中
央
福
寿
会
」

の
船
見
渡
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
伊
藤
幸
文
化
部
長
の
司
会
進

行
の
も
と
、
会
員
に
よ
る
踊
り
や

唄
、ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、み
ん
な
で
「
小
川
音
頭
」

を
踊
る
な
ど
、
入
所
者
も
手
拍
子

を
合
わ
せ
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

 

ご
長
寿
ラ
ン
キ
ン
グ

110
歳　

岡　
　

モ
ト
さ
ん  

（
大　

内
）

104
歳　

磯
田　

ク
メ
さ
ん  

（
馬　

頭
）

101
歳　

矢
口
ジ
ョ
ウ
さ
ん  

（
馬　

頭
）

100
歳　

遠
藤　

德
治
さ
ん  

（
矢　

又
）

100
歳　

笹
沼　

信
義
さ
ん  

（
小　

砂
）

99
歳　

大
嶹　

ユ
キ
さ
ん  

（
薬　

利
）

99
歳　

鶴
蒔　

ミ
ツ
さ
ん  

（
小　

川
）

99
歳　

荒
井
富
美
子
さ
ん  

（
馬　

頭
）

99
歳　

大
金　

チ
ヨ
さ
ん  

（
小　

口
）

矢又地区敬老会ご夫婦出席者
阿久津　潔さん・ヨシさんご夫妻

富山地区敬老会ご夫婦出席者
高野　功さん・タイさんご夫妻記念品を受ける藤澤祐子さん

中央福寿会会員の踊りが
披露された「かたくりの郷」
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平
成
20
年
４
月
か
ら

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
が
始
ま
り
ま
す

　

現
在
、75
歳
以
上
の
方
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）
は
、

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
に
加
入
し
な
が
ら
、
老
人
保
健
制
度
に
よ
っ

て
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
制
度
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

す
べ
て
の
被
保
険
者
が
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、扶
養
者
、

被
扶
養
者
と
区
別
せ
ず
、
一
人
ひ

と
り
が
保
険
料
を
納
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

保
険
料
率
は
、
原
則
と
し
て
県
内

で
統
一
さ
れ
ま
す

　

栃
木
県
内
で
は
、
ど
の
市
町
に

お
住
ま
い
で
も
、
原
則
と
し
て
同

じ
保
険
料
率
に
な
る
予
定
で
す
。

保
険
料
率
に
関
し
て
は
、
現
在
、

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
お
い
て
、
検
討
中
で
す
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

年
間
の
年
金
受
給
額
18
万
円
以

上
の
方
の
保
険
料
は
介
護
保
険
と

同
様
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
保
険
料
を

納
め
に
金
融
機
関
窓
口
に
行
く
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
か
ら
天
引
き
で

き
な
い
方
は
、
直
接
納
付
書
で
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
保
険
年
金
係　
　

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

老人保健法による医療制度 後期高齢者医療制度
（平成20年3月31日まで） （平成20年4月1日から）

運 営 主 体 町
県内の全市町が加入する栃木県後
期高齢者医療広域連合

対 象 者
75歳以上の全ての方（65歳
以上の一定の障がいのある
方）

左記に同じ

医 療 保 険
国民健康保険、社会保険等
の健康保険に加入

国民健康保険、社会保険等の健康
保険から離脱し、後期高齢者医療
制度の対象者になります

保 険 料
加入する医療保険に保険料
を支払います

後期高齢者医療広域連合に保険料
を支払います（ただし、保険料の
徴収業務は町が行います）

患者の窓口負担
1割負担
（現役並所得者は3割負担）

左記に同じ

土
石
流
に
備
え
砂
防
堰
堤
、護
岸
工
事
に
着
手  　

健
武
地
区
仲
沢

　

大
雨
に
よ
る
土
石
流
の
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
９
月
か

ら
健
武
地
内
の
武
茂
川
支
渓
仲
沢

に
お
い
て
、
砂
防
施
設
整
備
に

着
手
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
堰え
ん

堤て
い

工
（
幅
36
ｍ
、
高

さ
６
・
５
ｍ
）
を
実

施
し
、
そ
の
後
、
平

成
23
年
３
月
ま
で
に

護
岸
工
事
（
延
長

２
６
０
ｍ
）
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

周
辺
の
皆
さ
ま
に

は
そ
の
間
、
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
烏
山
土
木
事
務
所
河
川
砂
防
部

☎
０
２
８
７―

８
３―

１
３
１
７

住民と行政との　　　　　　
　　　協働によるまちづくり

～町民フォーラムのご案内～
　住民と行政の協働によるまちづくりについ
て、町民フォーラムを開催します。どなたでも
無料で入場できます。ぜひ、ご参加ください。
日時　11月10日（土）午後１時30分
会場　小川総合福祉センターあじさいホール
内容　
　第１部　基調講演：古口達也氏（茂木町長）
　第２部　パネルディスカッション
　　コーディネーター
　　　　　藤本信義氏（宇都宮大学名誉教授）
　　パネリスト：鈴木紀六氏（町民代表）
　　　　　　　吉澤通夫氏（町民代表）
　　　 　　　　小室定子氏（行政代表）


